
一
口
で
木
津
文
哉
の
絵
を
言
い
表
わ
す
な
ら
、
描
き
表
わ
す
行
為
と
情
熱
が
凝
然
と
し
て
結
晶
し
た

と
い
う
感
じ
が
す
る
。
構
図
を
考
え
る
気
構
え
が
大
き
い
か
ら
だ
ろ
う
。
そ
し
て
独
自
の
混
合
技
法
の
効

果
は
、
作
品
を
重
厚
な
た
た
ず
ま
い
の
も
の
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
押
し
て
押
し
て
ま
た
押
す
と
い

う
よ
う
な
感
じ
が
す
る
・
神
戸
独
立
美
術
展
で
見
た
木
津
文
哉
の
作
品
は
現
代
青
年
像
で
あ
っ
た
・
描
か

れ
た
画
中
の
青
年
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
き
わ
め
て
今
日
風
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
他
で
は
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
今
日
の
青
春
像
の
息
吹
き
が
あ
る
。
同
時
代
の
仲
間
た
ち
の
生
活
感
覚
に
根
ざ
し
て
い
る

木
津
文
哉
の
造
形
の
手
触
り
は
、
年
輩
者
で
あ
る
私
に
と
り
、
ま
こ
と
に
新
鮮
に
感
じ
ら
れ
る
魅
力
で
あ

る
。 人

口
の
移
動
が
盛
ん
な
今
日
の
状
況
下
で
は
、
県
内
へ
移
転
し
て
く
る
人
、
県
外
へ
転
出
し
て
い
く

人
の
流
れ
は
活
発
だ
。
美
術
展
を
訪
ね
る
と
、
思
い
が
け
な
い
人
が
、
い
ま
、
県
内
で
活
動
し
て
い
る

こ
と
を
知
る
。
美
術
界
は
き
わ
め
て
流
動
し
て
い
る
。

昨
秋
、
西
宮
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、
神
戸
独
立
美
術
展
が
、
本
当
に
久
し
ぶ
り
に
開
か
れ
た
。
そ
の

会
場
で
、
私
は
、
木
津
文
哉
を
初
め
て
見
知
っ
た
の
で
あ
る
。
第
二
十
回
以
後
の
安
井
賞
候
補
展
は
欠

か
さ
ず
見
て
い
る
か
ら
、
木
津
文
哉
が
同
展
に
出
品
し
た
こ
と
は
記
憶
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
関
東
在

住
で
あ
る
と
思
っ
て
い
た
か
ら
、
神
戸
独
立
美
術
展
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
に
、
一
寸
お
ど
ろ
い
た
の

で
あ
っ
た
。

新
し
き
ク
リ
エ
ー
タ
ー

茎
大
の
小
箱

木
津
文
哉

文
・
増
田
洋
〈
美
術
評
論
家
〉
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雰司

淫Ｉユ

、鐸乙豊号
淵

》
、
｜
〉
鍵
《
毒
〉

・
１
川
１
軍
副
『
Ｉ

譲
一
録
Ⅱ

ｉ南

且I 蕊

二

一

〆、三一
融戸

謙、．
ｈ‐呼考Ｆ

東京芸術大学絵画科卒業
独寸美術展出品( 以後出品）
東京芸術大学･ 院終了
東京セントラル美術館油絵大賞展( 佳作賞受賞）
銀座スルガ台画廊個展( 以後毎年個展開催）
第６回富獄文化賞展( 奨励賞受賞）
銀座ギヤラリー2 1 個展
玉屋画廊個展( イメージオンペーパー展）
第3 1 回安井賞展出品
浜松私のイメージ展
第８回冨獄文化賞展( 賞候補）
梅田グランドギャラリー個展
他グリーブ展, コンクール多数出品

爵

広場一ｓ

1989年

1983年
1984年
1985年(1989年）

i謬
曇

木津文哉
1986年

1987年
1988年
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ﾜ ーモァ

、

ﾜ ーモァ

奄平

《是畠

鵜
一一

＃

①

熱、
プ
レ
ゼ
ン
ト
選
び
は
、
年
々
難
し
く
な
る
け
れ
ど
。

彼
の
喜
ぶ
顔
を
思
い
浮
か
べ
あ
れ
こ
れ
迷
う
の
も
楽
し
い
。

誕
生
日
や
ク
リ
ス
マ
ス
と
は
、
ま
た
別
の
心
を
込
め
た
贈
り
も
の
。

バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
準
備
も
、
い
よ
い
よ
本
番
で
す
。

最
高
の
日
に
Ｌ
て
あ
げ
る
。

コア

ど込めて。

100ml)…950円(税込み）

おきのスイートな味をどうぞ。
J カセット
'タインケーキ･ ･ ･ ･…･…･ ･ ･……
受け付け:２月1 0日＠まで）
洋菓子売場

鴻
識

狼－

１、＝

”
叩

ぎのひとときは､ このマグカッブで。

iﾖ騨遡”Ｘ‘螺鍾

』電話(078)331-8121

鰯

1 つ' ﾐ ｌＭＡＩ更L ｊＫＯＢＥ

．……･…･ ･…1 , 2 0 0円
バス･ シャワー

1 ～4 階･ 地1 階は7 時まで営業
5 階～屋上･ 地2 階は6 時3 0 分まで営業

れる人だから。
ん(1009)……･･450円
…･…･ ･……･ ･ 3 . 5 0 0円
．…･…･…．.…1,200円
バス･ シャワー

L ， 楽しい時が過ごせるといいですね。

０

②
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ワＬＶＬ･も

座

２人っ且りのパレンタ，１

一

世

2 人にとって最高の日､ ２月1 4 日⑳バレンタインデー。
大丸神戸店は､ 水曜日ですが特別営業。

てはしいから。

……………各1 , 5 0 0 円

St埴I燈ntine怠り豆ｙ
ｉｎＫｏＩ妃1 9 9 0

■■

デートの約束も忘れないでね。
④ランセル

システムノート. . ………………‘…1 5 . 0 0 0 円
ステーシヨナリ一セット････…．…..…5,000円
6 階ステーショナﾘ ーコーナー

洗練されたカジュアルを目指す彼に。
④ポール. スミス
バッグ, …. ………. …･ …･ ……･ …5 8 1 0 0 0 円
4 階ｷ ﾞ ｬ ﾚ ﾘ ｱ ｳ ｵ ﾓ

ブランデーに‘邸・
●サントリー
プﾗ ﾝ ﾃ 曾一ＶＳ. O Ｐ耀耀耀
零､池1 階洋酒売場

ワＬＶＬ･も

んなに､神戸武

雫画画一

〆

とても､ 満潔感あふ
●ひげそり用粉石( フ
シェービングブラシ・・
シェービングカップ- .
5 階ｺ ﾝ ﾌ ｫ ｰ ﾄ ｼ - 〉

一
一
Ｆ
。
。
⑫
Ｉ
ｌ
ｌ
ｒ
ｌ
Ⅱ
ｆ
ｌ
Ｄ

１
１
．
１
１
１
莞
叩
以
‐
’
。
堅

●
表
示
価
格
の
３
％
を
消
費
税
と
し
て
別
途
頂
だ
い
い
た
し
ま
す
。

J１J１

P
ー隆 －『

Ｈ１

■畳
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嘉納毅六会長

菊
正
宗
酒
造
の
嘉
納
会
長
が
に
し

む
ら
加
排
御
影
店
フ
レ
ン
ド
サ
ロ
ン

へ
。
菊
正
宗
の
宮
水
で
抽
出
す
る
コ

ー
ヒ
ー
が
神
戸
っ
子
に
親
し
ま
れ
て

犯
年
。
川
瀬
喜
代
子
会
長
と
宮
水
談

議
で
す
。

川
瀬
今
日
、
会
長
に
お
逢
い
し
た

ら
、
こ
の
詔
年
間
頂
戴
致
し
、
コ
ー

ヒ
ー
を
出
す
こ
と
が
出
来
る
事
を
一

番
に
お
礼
申
し
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
し
た
。
有
難
う
存
じ
ま
す
。

嘉
納
い
や
い
や
、
私
は
以
前
か
ら

ず
っ
と
、
何
故
コ
ー
ヒ
ー
を
入
れ
る

の
に
宮
水
を
使
う
こ
と
を
思
い
つ
か

れ
た
の
か
を
お
伺
い
し
た
く
て
…
。

川
瀬
も
う
如
年
近
く
前
の
事
、
家

族
で
六
甲
へ
キ
ャ
ン
プ
に
行
き
ま
し

て
、
朝
小
川
の
せ
せ
ら
ぎ
で
入
れ
た

コ
ー
ヒ
ー
の
美
味
し
い
事
／
、
こ
の
味

を
お
客
様
に
…
。
と
の
思
い
が
強
烈

で
し
た
。
コ
ー
ヒ
ー
粉
も
ク
リ
ー
ム

も
店
で
使
用
し
て
い
る
同
じ
物
、
違

う
の
は
水
だ
け
で
す
。
毎
日
六
甲
へ

水
を
汲
み
に
上
が
る
訳
に
も
い
か
ず

菊
正
宗
の
宮
水
で
瑚
誹
づ
く
り
詔
年

霊
感
か
ら
生
ま
れ
た
宮
水
伽
誹

一
菊
正
宗
の
宮
水
で
瑚
誹
づ
く
り
記
年

一
霊
感
か
ら
生
ま
れ
た
宮
水
伽
排

川瀬喜代子会長

と
思
い
悩
ん
で
い
る
所
、
お
客
様
の

中
に
水
の
研
究
家
が
お
ら
れ
、
六
甲

の
花
南
岩
層
を
通
っ
て
流
れ
込
ん
で

い
る
所
が
宮
水
地
帯
で
此
所
の
水
が

最
高
と
聞
き
、
飛
び
込
ん
だ
所
が
菊

正
宗
さ
ん
の
宮
水
井
戸
で
し
た
。
以

来
調
年
間
ず
っ
と
御
好
意
に
甘
え
て

お
り
ま
す
。

嘉
納
宮
水
に
目
を
付
け
た
の
は
正

に
霊
感
で
す
ね
。
霊
感
に
よ
っ
て
発

見
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
わ
け
で
す

ね
。
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。
宮
水

は
六
甲
の
流
れ
が
海
か
ら
の
塩
分
を

含
ん
だ
水
と
混
ざ
り
合
っ
た
、
ミ
ネ

ラ
ル
の
多
い
硬
水
で
す
。
こ
れ
は
酒

造
り
に
も
重
要
で
、
硬
水
を
使
う
と

発
酵
が
旺
盛
に
な
り
、
出
来
た
て
よ

り
、
秋
ま
で
待
っ
て
熟
成
さ
せ
た
美

味
し
い
酒
が
出
来
る
ん
で
す
よ
。
コ

ー
ヒ
ー
も
そ
う
で
す
か
？

川
瀬
は
い
。
訓
誹
豆
も
培
煎
し
て

か
ら
の
鮮
度
が
大
切
な
の
で
す
が
、

培
煎
し
た
直
後
の
豆
は
味
が
物
足
り

な
く
、
型
時
間
ね
か
せ
た
豆
が
一
番

美
味
し
い
コ
ク
が
出
ま
す
。
お
酒
も

水
や
ね
か
せ
方
で
味
が
決
ま
っ
て
し

ま
う
デ
リ
ケ
ー
ト
な
も
の
な
ん
で
す

ね
。
菊
の
季
節
に
美
味
し
く
い
た
だ

け
る
な
ん
て
素
敵
で
す
ね
。

嘉
納
神
戸
は
〃
グ
ル
メ
の
街
〃
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
若
者
を
対
照

に
す
る
ば
か
り
で
な
く
本
物
の
グ
ル

メ
が
育
つ
街
で
あ
り
た
い
で
す
ね
。

川
瀬
私
も
、
よ
り
美
味
し
い
コ
ー

ヒ
ー
を
と
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
が
、

な
ん
の
紹
介
も
な
く
と
び
込
ま
し
た

私
共
に
宮
水
の
使
用
を
許
可
し
て
頂

き
、
見
守
っ
て
下
さ
っ
た
か
ら
こ
そ

だ
と
心
よ
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。

この樽で運ばれる宮水がおいしい瑚排の秘密

Ｉ

、
に
し
む
ら
瑚
排
文
庫
／
嘉
納
毅
一
ハ
氏
〈
霊

ｌ宗酒唾琴を迎
え
て
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GrassSpin-I
作･ 松本画

これは神戸を愛する人々の雑誌です
あなたのくらしに楽しい夢をおくる
神戸を訪れる人にはやさしい道しるべ
これは神戸っ子の心の手帖です
２月号目次■１９９０．ＮＱ３４６
表紙／（故）小職良平
セカンドカバー／西村功
１１神戸っ子' 9 0 ／成瀬香泉・竹山澗明
１４ある集い／アメリカンフットボールチーム･ モンスター

日本バーテンダー協会神戸支部
１７コウペスナップノ新年名刺交換会･ シヤガール展
１８美の小箱／文・増田洋絵・木謝文哉
２０スポーツコラム－Ｖ2 達成／神戸製鋼ラグビー部
訓私の意見／八馬望
鯛聴想四題／小林政夫･ 村上三郎画羽多悦子･ 堀尾貞治
３６地鱈文化費／水谷頴介
３８連載エッセイ／田中千佳絵/ 西村功
４２加球飲みながら／潤田弘美はドモンズ大学日本校）
４４経済ポケットジャーナル
４６酒特集( 1 ) 神戸酒徒座談会/ 石阪春生･ 下村光治･ 筒井闘隆

内藤国雄･ 望月美佐
５４酒特築( Ⅱ) 神戸酒徒話附選考座談会( 経済人）

神戸酒徒番附選考座談会( 文化人ｊ
５８平成二年神戸酒徒悉附発表
６０酒特集( Ⅲ) 測五郷酒情報一銘酒ここにあり－
６４酒特集( Ⅳ) 瀧五郎酒蔵地図
６６話題のひろば／国際親善パーティ･ ( 故) 小磯良平画伯1 周忌
６８キャンペーン座談会／神戸百店会ニューリーダー
新谷誘紀･ 東中弘吉･ 菊水章矩･ 浅木幸鮭･ 柴田啓踊
松谷年郎鰹大島智恵･ 永田耕一

７４ファッションウオッチング/ 汰丸神戸店ブライダルｻ ロン、
ブライダルマザー鷲尾アヤ子さんを訪ねて

７６ファッションスポット
８４神戸のお嬢さん／井上三和子・雲井律子
1 0 ｑ孟さんの兵庫ウオーク／: 高橋孟
1 1 3 コーヒーブレイク
１Ｍ動物園飼育日記／ゾウの動物園史( 6 ) ／亀井一成
１Ｗ神戸の集いから／元永定正展･ 七人の陶芸家展･ 田波克巳展
1 1 8 座談会〆スポーツ都市K O B E への提言グリーンスタジアムへ望む

Ｍ｢ ・キヤンパネラ･ 小山乃里子･ 浦長瀬稔･ 高柵孟
1 2 ２ふたたびプロフェサーＰの研究室／岡田淳
剛K F S ニュース
伽有馬歳時記/ 有馬グランドホテルに茶室棟『雅中庵』オープン
１Ｍ神戸を福祉の街に／橘本明
1 3 6 神戸百店会だより
1 3 8 モダンカルチャー
1 4 0 シネマ試写室／ファミリー･ ビジネス･ 淀川長治
1 4 2 ぴっといん
Ⅲポケットジャーナル
Ⅱ８るぽるた一じゆ神戸／有馬へルスセンターの麗人文･ 有共塞
I 5 1 神戸っ子倶楽部会員情報
1 5 2 連載小脱／神戸文学賞受賀作･ 風車の音はいらない

文･ 上田三洋子絵･ 小西保文
１７４”ちょっとたたずんで闘一街角の花１プロローグ･ スズカケ

室井練
1 7 6 海船港／インランドシー号瀬戸内海を行く文膝かどもとみのる
目次作品１－松本煎
カメラ／米田定蔵・池田年夫・松原卓也・森田罵志
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■官琴司

一いま､ ベールをぬぐ小磯芸術一

『

一

詞

。 贈記念特別受 屍
戸＆神戸神神 戸

小磯良平展磯 lﾖ9ｍ

鰯

＝

、〒65O神戸市中央区京町24番地垂(078)391Ｆ0035-ノ

' 9 0 年２月1 0 日田～３月2 5 日 目
冒
一

開
館
時
間
／
午
前
、
時
〜
午
後
５
時
（
入
館
は
４
時
釦
分
ま
で
）

休
館
日
／
月
剛
日
（
２
月
哩
日
は
開
館
）

２
月
週
日
（
火
）
・
３
月
型
日
（
木
）

人
館
料
／
一
般
３
０
０
円
（
２
５
０
円
）

高
大
生
２
０
０
円
（
１
５
０
円
）
小
中
生
１
５
０
円
（
１
０
０
円
）

（
）
は
訓
名
以
上
の
団
体
料
金
で
す
。

主
催
ｚ
神
戸
市
立
博
物
館
・
神
戸
新
聞
社

J や神戸市立博物館

』度
Ｆ

型

母子像１９５４

神戸のエスプリを徹底ガイド
神戸のガイドブックはたくさんあるけれど、これは神戸が大好
きな神戸っｆがつくった手作りの本。素敵な何かにめぐり逢え
そうな神戸の風最が、この１冊にぎっしり詰まっています。

神戸の魅力を全国にアッピール
<タウンガイド〉
三宮／ポートアイランド／北野／トアロード･大丸前／元町／六甲・
御影・岡本／神戸・兵庫・長田／須磨・舞子・垂水・明石／芦屋・
西宮・甲子園／有馬／六甲／宝塚

好評発売中5 0 0 円( 税込）ノ
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メリーヒル
ゲルラン
ポンフカヤ
シス

ルーブル・
ブﾗｲ ﾀ ｼ ﾚ ｻ ﾛ ﾝ

ﾀ､イアナ
オフ
クロードレマ
タカノ
ココ山岡
三愛
キャン諸ツド ･ マスアラプグレッツ
メイソングレートウエンティワン
フォーセットミシュー ･ エタム
ベネトンＡｕｇ
ﾗ ッキーズリーフノット
ハニーハウスアトモスフェール
イーストポーイヴツィッキー
靴ド黒カポ
フエアリーキヤトルセゾン
ザンパハウスオプローゼ
リップスター化驚ソフィーナ
ペイトンフ ･ レイスワコール
ウ 9 ｲ ブトリンフ・
パルチザンラバプル
クレヨンミセラン
マリークヮントシェル

神戸･ 三宮、さんう°ラザ2 . 3 Ｆ
センタープラザ３Ｆ

営業時間ａｍｌｌ:Ｏ０－ｐｍ８:００
ＰＨＯＮＥ－０７８．３３２．１６９８

ノ
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HE A D o F F I c E 7 F N E w c E N T E R 1 - 6 - 2 2／s A N N o M I Y A - c H o c H U o - K u K o B E c l T Y O 7 8 - 3 9 2 - 1 6 5 1
S A N N O M l Y A M A C S A N N O M i Y A C E N T E R - G A I 1 0 7 8 - 3 9 1 - 0 8 9 5
T H E B L A z E R S H o P M A c T o R - R o A D O 7 8 - 3 9 1 - O 8 9 6
D o L c E M A c s A N N o M l Y A c E N T E R - G A l 2 0 7 8 - 3 3 2 - 0 1 4 1
F E s T A M A c H l M E J I F E s T A 2 F O 7 9 2 - 8 9 - 4 7 3 8
B E N E T T O N ＭＡＣＨ１ＭＥＪｌＦＥＳＴＡ３ＦＯ７９２－２２－１3 3 3
F u J I I D A l M A R u M A c K Y o T o F U J i I D A I M A R u 2 F O 7 5 - 2 1 1 - 0 8 5 7
s u N v 1 0 L A M A c T A K A R A z U K A s U N v I o L A 3 F O 7 9 7 - 7 1 - 4 8 3 0
p L E N T Y M A o s E 1 s l N P L E N T Y 2 F O 7 8 - 9 9 2 - 0 0 8 8 ノ

馴 興Ｃ

－ F、

植村社長の友人、横山幹夫・るみ子さん御夫妻

蕊
一
一
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日
本
文
化
を
担
う

八
滋
五
郷
酒
造
組
合
理
砺
長
Ｖ

八
馬
望

■
｜
わ
た
し
の
意
見

″
灘
の
酒
″

１
３１
１

平
成
二
年
の
う
ら
ら
か
な
元
旦
の
朝
ま
だ
き
時
、
私
は
夢
の
中

に
、
昇
り
か
け
る
朝
日
を
目
指
し
て
灘
の
酒
を
満
載
し
た
「
樽
廻

船
」
が
雄
々
し
く
船
出
し
て
行
く
姿
に
思
わ
ず
諸
手
を
挙
げ
て
寓

歳
を
叫
ん
だ
と
こ
ろ
で
目
を
醒
ま
し
ま
し
た
。

思
え
ば
三
百
年
の
伝
統
の
中
で
、
今
日
も
な
お
脈
々
た
る
〃
日

本
一
の
酒
ど
こ
ろ
灘
五
郷
″
の
礎
を
築
き
あ
げ
て
く
れ
た
先
駆
者

の
遺
産
を
ど
の
よ
う
に
守
っ
て
行
く
べ
き
か
、
灘
五
郷
五
十
四
社

の
組
織
を
お
預
か
り
し
て
い
る
立
場
と
し
て
改
め
て
考
え
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
の
思
い
を
こ
め
て
、
新
年
の
屠
蘇
を
お
祝
い
し
た

の
で
あ
り
ま
す
。

神
代
の
昔
か
ら
日
本
酒
は
我
々
の
生
活
と
言
う
よ
り
も
、
民
俗

文
化
と
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
わ
り
を
持
っ
て
来
ま
し
た
こ
と

は
、
今
さ
ら
多
く
を
語
る
必
要
も
な
い
で
し
ょ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
代
世
相
の
中
で
、
や
や
も
す
れ
ば
忘
れ
が

ち
に
置
き
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
も
伝
統
文
化
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

今
、
私
は
こ
こ
で
伝
統
文
化
論
を
ぶ
つ
積
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

灘
五
郷
酒
造
組
合
で
は
昨
年
十
月
一
日
「
酒
の
日
」
の
前
夜
祭
と

し
て
、
九
月
三
十
日
夕
闇
迫
る
大
阪
駅
前
に
林
立
す
る
ピ
ル
群
の

谷
間
の
広
場
で
「
灘
の
酒
薪
能
」
を
催
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
ど
う

で
し
ょ
う
か
、
数
百
人
し
か
収
容
能
力
の
な
い
広
場
に
、
抽
選
で

消
費
者
の
方
々
を
招
待
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
「
是
非
見
た
い
。

何
と
か
入
場
出
来
な
い
か
。
」
と
の
お
問
い
合
わ
せ
が
如
何
に
多

か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
お
蔭
様
で
レ
ー
ザ
ー
光
線
に
照
ら
さ

れ
た
幽
幻
の
世
界
が
ビ
ル
の
谷
間
に
出
現
し
ま
し
た
こ
と
で
大
成

功
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
数
多
く
の
人
々
が
、
伝
統
文
化

に
郷
愁
を
感
じ
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
あ
こ
が
れ
を
持
っ
て
お
ら

れ
る
こ
と
を
つ
く
づ
く
と
感
じ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

四
季
折
り
折
り
に
な
せ
る
日
本
の
春
夏
秋
冬
は
ま
さ
に
世
界
に

類
を
見
な
い
文
化
の
香
り
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化

と
日
本
酒
と
の
繋
り
の
深
さ
も
生
き
続
け
て
お
り
ま
す
。

灘
の
酒
こ
そ
日
本
の
文
化
の
担
い
手
の
一
つ
だ
と
の
お
こ
が
ま

し
い
責
任
感
こ
そ
、
灘
の
酒
の
発
展
と
繁
栄
に
連
な
る
も
の
だ
と

感
じ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



三月三日はひな祭り

[“

忠男饗函

証lﾑム

驚繍 議織謬灘

風のある午後南和恵
（油絵）二紀会同人

うみかぜ

海風ｶ ﾖ 坂道を通りぬけ、空気の水分が
太陽にかがやき美しい造形をつくって
います。暖かな日の午後のひとときの
色彩は、パステルカラー。

☆健保適用産婦人科･ 内科( 女性専科）

蔓柿沼産婦人科

阪神芦屋駅北へ1 分・芦屋警察署東隣り
壷（0 7 9 7 ）３１－１２３４( “Ｘ兼用）
当G A 1 T E R Y に掲戟ご希望の方は月刊神戸っ子まで御連絡下さい。

3２
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白川・堂束の石抱きかやの神木
（掘影中の小林政夫さん）

紅
葉
前
線
は
一
日
卯
数
キ
ロ
と
い

う
、
か
な
り
の
速
度
で
、
日
本
列
島
を

北
か
ら
南
へ
駆
け
抜
け
て
行
く
。
こ
ん

な
新
聞
記
事
に
日
を
通
し
て
い
る
時
、

神
戸
市
公
園
緑
化
協
会
よ
り
、
神
戸
の

名
木
「
市
民
の
木
」
の
撮
影
依
頼
が
と

び
こ
ん
で
来
た
。

昭
和
も
終
ろ
う
と
す
る
ｎ
月
の
こ
と

で
す
。
明
け
れ
ば
平
成
元
年
、
神
戸
市

制
百
周
年
の
年
で
も
あ
り
、
こ
の
変
り

行
く
街
を
幾
百
年
も
風
雪
に
耐
え
、
じ

っ
と
見
つ
め
て
来
た
樹
女
の
姿
を
写
真

集
に
収
め
る
に
は
、
一
本
一
本
の
樹
と

の
出
合
い
と
感
動
の
瞬
間
を
期
待
し
て

尋
ね
て
行
く
他
に
、
な
ん
の
手
だ
て
も

あ
り
ま
せ
ん
。

い
ま
名
木
の
写
真
集
の
随
想
を
書
く

「
あ
さ
、
日
が
当
た
っ
て
い
る
時
が

良
い
で
す
よ
」

こ
の
壁
画
を
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
の
岸

壁
か
ら
見
た
人
が
い
っ
た
。
お
天
気
に

よ
っ
て
、
ま
た
四
季
そ
れ
ぞ
れ
、
時
々

刻
々
変
化
す
る
自
然
の
中
で
、
絵
が

『
風
景
』
に
な
る
。

昭
和
産
業
の
サ
イ
ロ
に
大
き
い
絵
を

依
頼
さ
れ
た
時
、
デ
ザ
イ
ン
的
な
意
図

小
林
政
夫

〈
坤
霊
鉱
詰
写
真
家
〉

名
木
を
撮
り
続
け
て

随
想

四
題

磨
浦
で
の
最
後
の
姿
を
、
供
養
の
積
り

で
こ
こ
に
紹
介
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ユ
ー
カ
リ
の
木
を
始
め
、
全
て
の
巨

木
は
空
気
や
土
壌
、
光
や
影
、
地
下
水

等
の
変
化
に
は
非
常
に
敏
感
で
す
。
昭

和
如
年
に
発
行
さ
れ
た
「
神
戸
の
名
木
」

誌
に
載
っ
て
い
る
木
の
中
に
も
、
数
点

が
既
に
面
影
を
写
真
で
見
る
の
み
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
自
然
環
境
の
シ

ン
ボ
ル
で
も
あ
る
こ
の
巨
木
を
守
る
事

が
、
我
々
人
類
が
生
き
て
行
く
大
切
な

要
素
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
樹
徳
無
量
ｌ
樹
の
徳
は
計
り
知
れ

ま
せ
ん
」
。
名
木
の
写
真
集
の
題
字
を

書
か
れ
た
綿
貫
先
生
は
、
こ
の
様
な
話

を
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
木
に
は
足
が

な
い
の
で
す
。
ど
う
か
此
方
か
ら
逢
い

に
行
っ
て
や
っ
て
下
さ
い
。
神
が
宿
る

素
晴
ら
し
い
奴
等
で
す
。

に
当
っ
て
、
撮
影
中
に
持
ち
歩
い
た
○

△
×
印
で
黒
く
ボ
ロ
ポ
ロ
に
な
っ
た
地

図
を
出
し
て
見
る
と
、
名
木
に
ま
つ
わ

る
伝
説
や
古
老
の
楽
し
い
昔
話
に
感
銘

を
受
け
た
事
を
懐
し
く
思
い
出
し
ま
す
。

一
つ
寂
し
く
残
念
に
思
っ
た
事
は
、

須
磨
区
高
倉
町
第
一
神
明
自
動
車
道
路

南
側
沿
い
に
そ
び
え
て
い
た
ユ
ー
カ
リ

の
大
木
が
失
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
事
で

す
。
私
が
尋
ね
た
時
は
す
で
に
葉
も
落

ち
、
幹
と
枝
の
み
で
し
た
が
、
須
磨
の

浦
を
見
下
し
て
雄
々
し
く
立
っ
て
い
る

ユ
ー
カ
リ
は
、
ど
こ
と
な
く
気
品
が
あ

ふ
れ
、
近
づ
き
が
た
い
感
じ
す
ら
漂
よ

わ
せ
、
幹
の
色
も
青
空
と
マ
ッ
チ
し
て

本
当
に
写
真
的
で
ご
立
派
の
一
言
で
し

た
。
そ
れ
か
ら
数
カ
月
後
に
、
新
聞
紙

面
で
ユ
ー
カ
リ
の
木
が
伐
採
さ
れ
た
事

を
知
り
ま
し
た
。
今
は
原
産
地
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
帰
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。「

市
民
の
木
」
か
ら
も
外
さ
れ
、
名
木

の
写
真
集
に
も
載
ら
な
か
っ
た
君
の
須

蕊
１
３３
１

村
上
三
郎

風
景
と
な
る
壁
画

〈
識
騨
雑
》
》
院
〉
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羽
多
悦
子

〈
坤
葬
錘
子
癖
姻
誇
学
〉

恩
師
と
の
再
会
に
涙

;;淵蝿：

で
は
ダ
メ
だ
、
子
供
の
よ
う
に
大
ら
か

に
、
自
然
と
遊
ぶ
よ
う
な
つ
も
り
で
や

ろ
う
と
思
っ
た
。
単
純
に
、
た
だ
そ
こ

に
在
る
だ
け
の
形
と
色
。

『
赤
い
山
と
雷
点
点
…
…
…
』
と

い
う
題
を
つ
け
た
け
れ
ど
、
青
い
空
、

動
く
雲
、
背
後
に
横
た
わ
る
六
甲
連

山
、
前
方
に
は
碧
い
茅
淳
海
、
色
と
り

ど
り
の
外
国
船
、
天
を
衝
く
ク
レ
ー

ン
。
周
り
の
景
色
に
調
和
し
て
、
時
間

と
共
に
変
化
し
続
け
る
風
景
画
が
で
き

た
と
思
う
。
然
し
、
円
筒
状
の
サ
イ
ロ

に
平
面
の
原
画
を
拡
大
す
る
の
は
大
変

だ
っ
た
。
輪
郭
を
移
動
す
る
為
に
足
場

を
何
べ
ん
も
昇
り
降
り
す
る
清
水
建
設

の
人
達
の
現
場
の
作
業
は
、
手
さ
ぐ
り

の
連
続
で
全
体
を
や
り
直
す
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
だ
が
結
果
は
思
い
が

け
な
い
盛
り
上
り
、
迫
り
来
る
よ
う
な

赤
い
山
が
出
現
す
る
ハ
プ
ニ
ン
グ
と
な

っ
た
。
こ
れ
は
予
定
に
は
な
い
制
作
の

過
程
に
起
っ
た
成
果
だ
。

御影浜の自信作（3 2 Ｍ×7 0 Ｍ）の前で村上さん

足
場
が
全
部
と
り
除
か
れ
て
壁
画
が

完
成
し
た
日
、
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
か
ら

皆
ん
な
で
眺
め
た
。
空
に
は
い
ろ
ん
な

形
の
白
い
雲
が
浮
ん
で
い
る
し
、
暖
冬

の
海
風
を
う
け
て
、
の
び
の
び
し
た
時

間
を
満
喫
し
た
。

昔
、
芦
屋
の
松
林
で
開
か
れ
た
具
体

の
野
外
展
（
１
９
５
６
年
）
で
、
私
は

ロ
ケ
ッ
ト
の
よ
う
な
白
い
布
の
円
筒
の

中
か
ら
、
雲
の
流
れ
を
み
る
『
空
」
と

い
う
オ
ブ
ジ
ェ
を
作
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
こ
れ
は
自
然
を
と
り
込
ん
だ
新
し

い
試
み
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
今
年

の
廻
月
に
、
ロ
ー
マ
国
立
近
代
美
術
館

で
開
催
さ
れ
る
具
体
の
回
顧
展
に
出
品

す
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
『
空
』
の
作
品
と
関
連
な
く
企

画
し
た
こ
の
サ
イ
ロ
の
壁
画
が
、
偶
然

に
も
、
作
品
と
自
然
と
の
関
係
、
時
間

と
共
に
あ
る
絵
な
ど
、
永
い
間
考
え
続

け
て
い
た
私
自
身
の
問
題
を
、
詔
年
ぶ

り
に
見
直
す
良
い
チ
ャ
ン
ス
に
な
っ
た

の
は
不
思
議
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

そ
し
て
、
こ
の
機
会
を
与
え
て
下
さ

っ
た
方
々
に
心
か
ら
感
謝
す
る
と
共

に
、
こ
の
壁
画
が
神
戸
港
の
ウ
ォ
ー
タ

ー
・
フ
ロ
ン
ト
で
出
遇
う
人
々
に
、
ど

ん
な
風
景
を
提
供
す
る
こ
と
が
出
来
る

か
、
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

術
館
、
東
京
都
立
美
術
館
（
上
野
）
、

銀
座
ア
ネ
ッ
ク
ス
等
と
駆
け
回
っ
て
お

り
ま
し
た
。
神
戸
で
少
し
大
型
の
個
展

を
開
き
た
い
と
彫
塑
に
必
要
十
分
な
ス

ペ
ー
ス
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
武
蔵

野
美
大
校
友
会
兵
庫
支
部
展
に
選
抜
作

家
シ
リ
ー
ズ
を
併
催
し
よ
う
と
い
う
企

画
、
第
一
回
に
名
指
し
頂
い
て
都
合
の

良
過
ぎ
る
会
場
に
ワ
ク
ワ
ク
し
た
り
、

ド
キ
ド
キ
し
た
り
。

以
前
よ
り
個
展
の
心
積
り
は
あ
っ
た

も
の
の
さ
ん
ち
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
ゴ
ー

サ
イ
ン
が
出
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
も

う
ド
ラ
マ
の
幕
は
開
い
た
の
感
。
制
作

計
画
の
練
り
直
し
、
案
内
状
の
レ
イ
ア

ウ
ト
、
日
頃
よ
り
私
と
作
品
を
観
て
い

て
下
さ
る
御
三
方
に
〃
御
言
葉
″
の
依

頼
等
か
ら
始
ま
っ
て
、
当
然
な
が
ら
日

頃
の
助
教
授
職
も
重
な
り
頭
も
体
も
パ

ニ
ッ
ク
寸
前
の
日
々
を
過
し
て
お
り
ま

し
た
。
制
作
の
手
順
上
、
空
時
間
が
出

来
三
宮
界
隈
の
は
し
ご
に
参
加
す
る
と

「
久
し
ぶ
り
だ
ね
、
忙
中
閑
あ
り
だ

ね
」
な
ん
て
声
を
聞
く
始
末
。
忙
し
さ

を
外
に
見
せ
な
い
生
き
方
が
好
み
な
の

に
此
の
度
ば
か
り
は
周
囲
に
悟
ら
れ
た

気
配
。
し
か
し
、
い
よ
い
よ
個
展
オ
ー

プ
ン
と
成
る
と
苦
し
さ
も
ど
こ
へ
や

ら
、
観
客
の
目
の
輝
き
に
、
言
葉
の
中

に
、
手
答
え
を
確
め
な
が
ら
ド
ラ
マ
も

山
場
、
毎
日
が
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
そ
の

も
の
。
一
つ
一
つ
書
き
連
ね
た
い
処
だ

け
れ
ど
と
り
あ
え
ず
は
一
つ
を
。

そ
の
日
も
次
々
と
訪
ね
て
下
さ
る
御

こ
の
と
こ
ろ
作
品
と
一
緒
に
埼
玉
美

１
３４
１
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｢ ぼんくら」に集い、絵を語る

満

客
様
に
挨
拶
を
く
り
返
し
て
お
り
ま
し

た
。
「
あ
の
Ｉ
、
判
り
ま
す
か
、
私
が
」

顔
に
視
点
を
合
わ
せ
て
数
秒
、
す
ぐ
さ

ま
に
私
は
そ
の
声
の
方
に
し
が
み
つ
い

て
お
り
ま
し
た
。
恥
し
な
が
ら
。
な
ん

と
小
学
校
卒
業
時
の
恩
師
で
し
た
。
な

に
し
ろ
鋤
数
年
前
の
事
で
す
か
ら
も
う

そ
の
驚
き
と
喜
び
は
表
現
の
し
よ
う
も

あ
り
ま
せ
ん
。
鋤
数
年
間
の
出
来
事
が

早
送
り
で
巻
戻
さ
れ
自
分
で
も
訳
の
判

ら
な
い
涙
が
こ
ぼ
れ
て
止
ら
ず
。
今
日

此
日
の
入
口
に
押
し
込
ん
で
下
さ
っ
た

の
が
こ
の
先
生
だ
っ
た
の
で
す
。
御
姿

も
溌
刺
と
し
て
、
温
か
く
て
、
厳
し
く

て
、
の
当
時
の
印
象
は
そ
の
ま
ま
健
在

で
し
た
。
こ
の
先
生
の
指
導
の
も
と

に
、
当
時
の
小
学
校
で
５
年
間
に
一
人

と
言
わ
れ
て
い
た
才
女
（
？
）
の
仲
間

入
り
、
以
後
往
復
４
時
間
、
中
学
校
へ

の
通
学
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。
思
い
立

っ
て
当
時
の
通
知
表
を
探
し
て
み
ま
し

た
。
「
益
々
上
向
の
兆
し
あ
り
、
努
力

恩師馬場（うまば）久雄さんとギャラリーにて

神
戸
で
生
ま
れ
て
、
神
戸
で
育
っ
て

今
も
同
じ
と
こ
ろ
に
生
活
し
て
い
る
の

で
神
戸
以
外
の
所
を
知
ら
な
い
。

１
９
７
５
年
か
ら
姫
年
か
か
わ
り
あ

っ
て
い
る
酒
房
ぼ
ん
く
ら
（
兵
庫
区
中

道
通
７
丁
目
４
１
岨
）
と
い
う
の
が
僕

と
神
戸
と
酒
の
唯
一
の
関
わ
り
の
場
所

で
、
こ
の
姫
年
の
間
お
酒
を
ご
ち
そ
う

に
な
り
つ
づ
け
て
き
た
。
と
い
っ
て
も

月
一
回
、
毎
月
の
最
初
の
土
曜
日
に
大

阪
、
尼
崎
、
豊
中
、
須
磨
、
垂
水
等

々
、
こ
の
近
在
の
絵
描
き
仲
間
が
集
ま

り
、
ぼ
ん
く
ら
の
壁
面
を
利
用
し
て
作

品
を
飾
り
、
そ
こ
で
作
品
を
肴
に
語
り

合
う
こ
と
を
今
も
続
け
て
い
る
。
そ
の

晩
の
酒
は
格
別
に
う
ま
く
、
よ
く
ま
わ

り
心
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
ひ
と
と
き
と

な
る
。た

ま
に
は
呑
み
す
ぎ
て
け
ん
か
も
し

さ
せ
て
下
さ
い
」
と
あ
り
ま
し
た
。
私

の
机
の
前
に
す
わ
り
込
ん
で
ア
レ
コ
レ

指
導
す
る
父
の
姿
が
思
い
起
さ
れ
、
な

る
ほ
ど
こ
の
助
言
の
せ
い
だ
っ
た
か
と

今
頃
納
得
。
「
何
事
が
あ
っ
て
も
最
後

ま
で
黙
々
と
成
す
子
で
し
た
よ
。
あ
の

御
両
親
も
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
か
。
こ

れ
か
ら
は
父
親
の
役
目
も
し
な
け
れ

ば
」
と
。
私
、
ま
た
涙
。

堀
尾
貞
治

八
ア
ー
チ
ス
ト
Ｖ

「
ぼ
ん
く
ら
」
の
酒

Ｉ
§
雲

た
り
、
又
な
ん
で
あ
ん
な
こ
と
を
言
っ

た
の
か
と
考
え
た
り
し
て
い
る
と
、
又

次
の
土
曜
日
が
き
て
と
な
る
。
ど
こ
に

で
も
あ
り
そ
う
な
場
所
な
の
に
、
九
州

へ
行
っ
て
も
四
国
に
行
っ
て
も
、
や
は

り
神
戸
「
ぼ
ん
く
ら
」
の
こ
と
を
語

り
、
自
慢
出
来
る
。
神
戸
「
ぼ
ん
く

ら
」
の
酒
は
元
気
と
勇
気
と
感
動
を
つ

け
て
く
る
。
生
命
水
と
今
は
信
じ
て
い

る
。こ

の
月
一
回
の
土
一
の
会
を
楽
し
み

に
作
品
も
作
り
、
調
子
を
整
え
て
の
ぞ

む
。
何
故
か
行
く
た
び
に
新
し
い
自
分

を
発
見
さ
せ
て
も
ら
っ
た
の
は
神
戸

「
ぼ
ん
く
ら
」
と
酒
の
繰
り
返
し
返
し
。

こ
の
中
に
僕
の
創
作
の
源
が
今
も
あ
る

よ
う
だ
。

１
３５
１

繍
蝿篭蕊

蝿１

蟻
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